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岡山実験動物研究会の15年間の活動経過
佐 藤 勝 紀
岡山大学農学部
岡山実験動物研究会は平成9年12月に創立15周年
を迎えた｡本研究会は猪貴義先生(岡山大学名誉教
揺)､永井簾先生(岡山大学名誉教授)､倉林譲先生
(岡山大学 ･医学部 ･附属動物実験施設)が呼びかけ
人となり､昭和57年12月7日に岡山郵便貯金会館で
発足した｡26名の参加で行われた発足の会合で､猪
貴義先生から大学や学部､研究機関の枠を越えて､
実験動物と動物実験に関心ある方々の集まりの場と
して､また知識と情報の交換の場として役立ち､そ
れぞれの研究の発展と地域における科学の進展に寄
与することを趣旨とした ｢岡山実験動物研究会開催
に至る経緯｣が説明された｡初代会長に猪先生が推
薦され､猪会長から各部門1名ずつの9名の理事(常
務理事2名を含む)の撞案がなされ､研究会の体制づ
くりが行われた｡この発足の会では､山下真司先生
(現川崎医科大学 ･病院長)の座長のもとで ｢岡山実
験動物研究会の今後のあり方｣が討論された｡本研
究会は翌年の昭和58年には研究会を3回開催する
等､本格的な活動を開始し､その後も年2-3回(最
も多い年で4回)のペースで開催された｡平成元年は
事情により､1回のみの開催であったが､平成2年以
降は夏と冬に定期的に開催し､平成5年度からは岡
山県新技術振興財団との共催で開催している｡ 上記
のように､発足の第1回研究会から今日まで地道な
活動が続けられ､15年余の間に35回の研究会と2回
の臨時 ･特別講演会が開催され､14号の研究会報が
発行されている｡
以下に､これまで開催された研究会の年月日､場
所とその内容の概略について記載します｡
第1回岡山実験動物研究会 :昭和57年12月7日､
岡山郵便貯金会館で開催｡創立総会｡特別講演 ｢実
験動物における発生のひずみの技法別研究法｣一永
井廉教授(岡山大 ･歯学部)､ ｢岡山実験動物研究会
の今後のあり方｣についての討論､懇親会｡
第2回岡山実験動物研究会 :昭和58年4月30日､
岡山大学農学部で開催｡研究会会則についての審
議､承認｡特別講演 ｢晴乳動物による変異原性試
験｣一土用清先生(国立遺伝学研究所､静岡実験動
物研究会会長)､ ｢実験動物研究における最近の話
題｣一猪貴義教授(岡山大 ･農学部)0
第3回岡山実験動物研究会 :昭和58年9月30日､
垂井医学研究所で開催｡映画上映 ｢染色体上に書か
れたネズミの歴史｣-吉田俊秀先生(国立遺伝学研
究所 ･細胞遺伝部長)編集｡特別講演 ｢晴乳類発生
学の基礎と応用｣一館郷先生(東京大 ･理学部)｡
第4回岡山実験動物研究会 :昭和58年12月3日､㈱
林原生物化学研究所 ･藤崎研究所で開催｡特別講演
｢林原生物化学研究所の概要｣一栗本雅司先生㈱
林原生物化学研究所 ･藤崎研究所所長)､ ｢実験動
物の開発一時にその遺伝学的手法について｣一永井
次郎先生(カナダ農商務省研究所､部長)､㈱林原生
物化学研究所見学｡
第5回岡山実験動物研究会 :昭和59年5月19日､岡
山大学歯学部で開催｡特別講演 ｢先天異常に関する
動物データの解釈-とくにヒト-の外挿｣-西村秀
雄先生(京都大学名誉教授)､ ｢Geneticengineer-
inginDentistry｣-HaroldM.Slavkin教授(南カ
リフォルニア大学)0
第6回岡山実験動物研究会 :昭和59年12月8日､岡
山大学医学部で開催｡特別講演 ｢動物実験と私｣一
小川勝士教授(岡山大 ･医学部 ･病理学教室)､シン
ポジウム ｢実験動物の飼育 ･手技 .管理 ･購入にお
ける問題点｣(6題):｢新薬開発における動物実験
の問題点｣一亀井千晃先生(岡山大 ･薬学部)､ ｢中
央動物施設運営における人間の意識調査の問題につ
いて｣一北徳先生(川崎医科大 ･実験動物飼育セン
ター)､ ｢同大医学部附属動物実験施設における管
理運営上の問題点とその対策について｣-倉林譲先
坐(岡山大 ･医学部 ･動物実験施設)､ ｢ハムスター
新生児の胸腺摘出と問題点｣一元田龍一先生(㈱林
原生物化学研究所)､ ｢垂井医学研究所動物実験室
の現状と問題点｣一内藤一郎先生(垂井医学研究
所)､ ｢岡山大学農学部における実験動物の飼育管
理の問題点｣一佐藤勝紀(岡山大 ･農学部)0
第7回岡山実験動物研究会 :昭和60年4月27日､岡
山大学薬学部で開催｡一般講演(7題)｢実験動物の
薬効評価-の応用｣-赤木正明先生(岡山大 ･薬学
部)､ ｢マウスにおける体重選抜とその効果｣一河
本泰生先生(岡山大 ･農学部)､ ｢実験用ウサギに寄
生するウサギツメダニについて｣-小郷暫 ･北徳 ･
山下貢司各先生(川崎医科大 ･実験動物飼育センタ
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-)､ ｢我々の飼育したハムスターにおける自然発
生腺癌について｣一央部芳郎先生 (岡山大 ･医学
部)､ ｢経験に基づ く実験動物の行動変容｣一三谷
恵一先生(岡山大 ･文学部)､ ｢小動物の水洗ラック
での飼育､特に出産について｣一河口充宏先生㈱
林原生物化学研究所)､ ｢実験動物飼育施設より分
離される緑膿菌の血清型について｣一北徳 ･山下真
司各先生 (川崎医科大 ･実験動物センター)･山口司
先生()冊奇医科大 .附属病院中央検査部)｡
第8回岡山実験動物研究会 :昭和60年9月28日､川
崎医科大学で開催｡一般講演 (4題)｢実験用ウサギ
の無菌人工晴青について｣一小郷哲 ･北徳 ･山下貴
司各先生 (川崎医科大 ･実験動物飼育センター)､
｢ラットの実験糸球体腎炎の起きやすい系統､起き
づらい系統｣一佐渡義一 ･内藤一郎 ･沖垣達各先生
(重井医学研究所)､ ｢川崎医大メディカルミュージ
アムにおける肉眼標本の作製 :実験動物の利用につ
いて｣一広川満良 ･三宅康之 ･原田由美 ･上野幸子
各先生(川崎医科大)､ ｢中央実験動物施設の備える
べき機能とそれを機能させるに必要な条件につい
て｣一北徳先生(川崎医科大 ･実験動物飼育センタ
ー)｡交見会 :テーマ1｢動物実験施設中央化の得
失｣､テーマ2｢動物実験における研究者と技術者
の役割分担｣0
臨時特別講演会 :昭和60年11月5日､岡山大学
農学部で開催｡ ｢ポーランドにおいて医学生物学研
究用に対して新しく開発された近交系マウスならび
にCongenicstrainマウスについて｣-Alina
czarnomska博士 (ポーランド･ワルシャワ痛研究
所)｡
第9回岡山実験動物研究会 :昭和60年12月14日､
ノートルダム清心女子大学で開催｡一般講演(5題)
｢実験動物とミネラル､Ratを中心として｣一高矯
正侍教授 (ノートルダム清心女子大 ･家政学部)､
｢草食小動物における大腸の飼料消化能｣一坂口英
先生(岡山大 ･農学部)､ ｢GoldenHamsterの生育に
及ぼす給餌 ･給水条件の影響｣一河口充宏先生 (捕
林原生物化学研究所)､ ｢ゴールデン ･ハムスター
の成長における性二型について｣一山田明央氏 (岡
山大 ･農学部)､ ｢抗生物質とアルコール｣一亀井
千晃 ･田坂賢二各先生(岡山大 ･薬学部)0
第10回岡山実験動物研究会 :昭和61年5月10日､
岡山大学農学部で開催｡一般講演 (4題)｢自動水洗
ラックによる実験用小動物の大量飼育｣一河口充
宏 ･高木栄太郎 ･馬場洋子 ･二浦久江 ･佐藤芳範 ･
栗本雅司各先生榊淋 原生物化学研究所)､ ｢願粒球
系骨髄細胞の増殖について｣一中央直樹 ･田坂賢二
先生 (岡山大 ･薬学部)､ ｢霊長類胃粘膜の比較形
態｣一鈴木一意 ･永井廉各先生 (岡山大 ･歯学部)､
｢実験動物としての日本ウズラの開発｣-佐藤勝紀
(岡山大 ･農学部)､シンポジウム ｢動物の集団をど
のようにとらえるか｣(3題):｢昆虫の集団｣一吉
田敏治先生(岡山大 ･農学部)､ ｢動物集団の行動に
ついての-解析｣…渡辺宗孝先生 (岡山大 ･教養
部)､ ｢実験動物における社会構造と密度効果｣一
河本泰生 ･猪貴義各先生(岡山大 ･農学部)｡
第11回岡山実験動物研究会 :昭和61年9月13日､
重井医学研究所で開催｡話題捷僕(2題)｢MCH動物の
開発｣一田口福志氏 (日本クレア)･斎藤宗雄 ･吉村
幸夫各先生(実中研)､ ｢バイオハザード対策の設備
及び施設計画｣一堀田勝氏(日本クレア)､特別講演
(2題)｢実験動物とのつき合い｣一妹尾左知丸先生
(垂井医学研究所所長)､ ｢原爆放射線がもたらした
災害-レントゲンからチェルノブイリまで｣一阿波
章夫先生(広島放射線影響研究所 ･遺伝学部長)｡
第12回岡山実験動物研究会 :昭和61年12月6日､
㈱林原生物化学研究所で開催｡特別講演 ｢実験動物
におけるGeneticMonitoringの意義と役害fJJ一山田
津三教授 (京都大 ･医学部)､一般講演(3題)｢スン
クスの歯の発生｣一近藤信太郎先生 (岡山大 ･歯学
部)､ ｢I)ietaryFiberについて｣-中永征太郎先生
(ノートルダム清心女子大 ･家政学部)､ ｢自動水洗
ラックを用いた小動物の大量飼育｣-佐藤芳範先生
(㈱林原生物化学研究所)､研究会会則(第6条)改正
について審議､承認､懇親会｡
第13回岡山実験動物研究会 :昭和62年3月30日､
岡山大学医学部で開催｡発生工学懇談会､岡山バイ
オ懇話会との共催｡フォーラム ｢生物のかたち作り
の謎をとく一発生工学への道｣記念講演NicoleM.
LeDouarin博士 (フランス科学振興機構発生学研究所
所長)､賛助講演 ｢細胞をよりわける分子と動物の
かたち作り｣一竹市雅俊教授 (京都大 ･理学部)｡
第14回岡山実験動物研究会 :昭和62年9月5日､
岡山大学薬学部で開催｡一般講演 (7題)｢実験動物
としての海産無脊椎動物｣一三枚誠行先生 (岡山
大 ･教養部)､ ｢AERマウスのけいれんと脳内モノア
ミン｣-片山泰人 ･加太英明 ･森昭胤各先生 (岡山
大 ･医学部 ･脳代謝研究施設)､ ｢小動物の大量飼
育における自動給餌器の開発｣一石川智之 ･河口充
宏 ･佐藤芳範 ･栗本雅司各先生 (㈱林原生物化学研
究所)･倉林譲先生 (岡山大 ･医学部)､ ｢マウスに
おける自発行動と親行動について｣一野崎大典氏 ･
猪貴義先生 (岡山大 ･農学部)､ ｢イヌのmigra-
tingmyOelectriccomplexに対するcholecystoki-
minの作用｣一亀井千晃 ･田坂賢二各先生(岡山大 ･
薬学部)､ ｢霊長類の胃粘膜における粘液物質の分
布と機能｣-鈴木一意 ･永井贋各先生(岡山大 ･歯
学部)､ ｢wistar系ラットの行動の時系列的分析一
Fr(fixed-time)のスケジュールを用いて｣-杉本完
二氏 (岡山大 ･文学部)､懇親会｡
第15回岡山実験動物研究会 :昭和62年12月5日､
岡山郵便貯金会館で開催｡特別講演(3題)｢動物の
行動における記憶の機制｣一平野俊二先生 (京都
大 ･文学部)､ ｢晴乳類中枢神経系の発生と分化｣
一御子柴克彦先生(大阪大 ･蛋白質研究所)､ ｢実験
動物における発生工学の進歩｣-豊田裕先生(東京
大 ･医科学研究所)､懇親会｡
第16回岡山実験動物研究会 :昭和63年5月28日､
岡山大学文学部で開催｡特別講演 ｢動物実験に影響
する諸要因とその統御｣-後藤信男教授 (神戸大 ･農
学部)､一般講演(3題)｢ウズラ卵殻腺のカルシウム
輸送細胞に関する微細構造学的研究｣-山本敏男 ･
永井廉各先生(岡山大 ･歯学部)､ ｢アロキサン誘発
糖尿病高発症系 ･低発症系マウスの選抜育種と両近
交系間の耐糖能の比較｣一尾方英徳氏 ･猪貴義先生
(岡山大 ･農学部)､ ｢Interactionsofson]etrace
elementnutrientsandxenobiotics皿etabolis山
IDr.G.StanleySmith (I)epartmentOfAnimal
andRangeSciences,NewMexicoStateUniveri-
ty,professor)
第17回岡山実験動物研究会 :昭和63年12月10
日､岡山大学歯学部で開催｡歯学部口腔解剖第一講
座と共催｡特別講演 (2題)｢阻噂システムにおける
感覚入力の影響｣一窪田全次郎先生(東京医科歯科
大学名誉教授)､ ｢Basicresearchinteratology
｣-Dr.G.冗.SchumaCher(RostockUniversity,
Professor)
第18回岡山実験動物研究会 :平成元年12月2日､
まきび会館で開催｡特別講演 (3題)｢実験動物とし
てみた節足動物｣-山口恒夫教授 (岡山大 ･理学
部)､ ｢実験動物としてのショウジョウバエ｣一浅
田伸彦先生(岡山理科大 ･理学部)､ ｢バイオテクノ
ロジーの応用による新しい実験動物の開発｣一束候
英昭先生 (富山医科薬科大)､懇親会｡
第19回岡山実験動物研究会 :平成2年6月30日､
岡山大学農学部で開催｡一般講演(6題)｢近交系シ
リアンハムスターにおける多型性の有無の検討-
d)tI)NA制限酵素切断型を用いて｣一山下摂氏 ･猪貴
義 ･米田嘉重郎*各先生(岡山大 ･農学部､*東京医
大 ･動物実験センター)､ ｢線虫C.エレガンス麻酔
剤応答異常に関わる遺伝子群｣一安藤秀樹氏(岡山
大 ･理学部)､ ｢C58マウスのけいれんについて｣-
片山泰人先生(岡山大 ･医学部)､ ｢ハムスター出産
日のコントロールによる出産仔利用率の向上｣一花
谷利春 ･杉本純夫 ･田中恵美 ･斎藤聡 ･滝本晃 ･杉
本利行 ･栗本雅司各先生㈱林原生物化学研究所)､
｢白ネズミにおける食餌のBulkと摂取量｣一中永征
太郎先生 (ノートルダム清心女子大 ･家政学部)､
｢F344/DuCrjラットにおける円または三角形刺激の
後期分化的知覚学習の効果(2)一円刺激または三角
形刺激の単側提示検査の結果｣一三谷憲一教授 (岡
山｣大 ･文学部)､懇親会｡
第20回岡山実験動物研究会 :平成2年12月1日､
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まきび会館で開催｡特別講演 (3題目 動物実験も,=お
ける腎症候性出血熱の発生と終息｣一山之内孝尚先
坐(元大阪大 ･微生物病研究所教授)､ ｢神経細胞の
雑種形成｣-石井一宏先生 (京都大 ･ウイルス研究
所)､ ｢アセチルコリンおよびヒスタミン吸入に対
する気道感受性を異にするモルモット二系統の選抜
育種｣一三上博輝先生 (日本臓器製薬㈱､生物活性
科学研究所)､研究会会則の改正について審議､承
認､懇親会｡
第21回岡山実験動物研究会 :平成3年7月12日､
㈱林原生物化学研究所吉備製薬工場で開催｡特別講
演(2題)｢痛と動物｣-栗本雅司先生榊淋 原生物化
学研究所 ･藤崎研究所)､ ｢岡山の自然と生物｣一
三枚誠行先生(岡山大 ･教養部)､工場見学､一般講
演(2題)｢ラット肝臓メチオニン代謝に及ぼすビタ
ミンB12欠乏の影響｣一河田暫典先生(岡山大 ･教育
学部)､ ｢曜吐運動のパターンを形成する中枢神経
機構｣-古我知成 ･福田博之各先生(川崎医科大)､
懇親会｡
第22回岡山実験動物研究会 :平成3年11月30日､
まきび会館で開催｡特別講演 (3題)｢動物の子育て
について｣一福本幸夫先生(広島市安佐動物公園)､
｢今注目をあびている実験動物 "スンクス"につい
て｣～松木則夫先生(東京大 ･薬学部)､ ｢ヒト疾患
モデル動物の開発｣一猪貴義教授 (岡山大 ･農学
那)､岡山実験動物研究会名誉会員 (猪貴義先生)の
授与 ･表彰式､懇親会｡
第23回岡山実験動物研究会 :平成4年6月20日､
岡山県総合畜産センターで開催｡特別講演 (2題)
｢晴乳動物初期肱の凍結保存と体外受精｣一野上輿
志郎先生 (岡山県総合畜産センター ･専門研究員)､
｢薬効開発と疾患モデル動物｣一新井成之先生(㈱
林原生物化学研究所 ･藤崎研究所)､場内見学｡
第24回岡山実験動物研究会 :平成4年12月4日､
まきび会館で開催｡特別講演 (3題)｢医学 ･生物学
における先端技術としての放射線利用｣一大原弘教
揺(岡山大 ･教養部)､ ｢がんと免疫｣一中山香一教
揺 (岡山大 ･医学部)､ ｢環境の発がん物質に対する
ヒト曝露の研究方法｣一早津彦哉教授 (岡山大 ･薬
学部)､懇親会｡
第25回岡山実験動物研究会 :平成5年6月18日､
重井医学研究所で開催｡岡山県新技術振興財団との
共催｡一般講演(3題)｢初期経験と後期経験との組
み合わせによる心理的機能と生理的機能の変化｣一
三谷烹一教授 ･BenHassineI)haigham氏 ･I)ueri
Fabiola女史(岡山大 ･文学部)､ ｢吉備製薬工場の
ハムスター生態の観察 (その1)昼間と夜間の交尾行
動｣一川崎翁史 ･池上哲也 ･中嶋尚丈 ･三藤雅之 ･
古田拓司 ･山根由弘 ･安藤駿作各先生 ㈱林原生物
化学研究所 ･吉備製薬工場)､ ｢スンクス脳の糖脂
質分析｣一渡辺清博先生 (垂井医学研究所)､特別講
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演 ｢動物におけるシートからの形つくり｣一本多久
夫先生 (新技術事業団 ･吉里再生機構プロジェク
ト)｡
第26回岡山実験動物研究会 :平成5年12月17日､
まきび会館で開催｡岡山県新技術振興財団との共
催｡招待講演 ｢モンゴル･ゴビ砂漠における恐竜調
査｣-石井健一教授(近畿大学､㈱林原自然科学博
物館準備室長)､記念講演(2題)｢実験動物と私達｣
一失部芳郎教授(岡山大 ･医学部)､ ｢動物としての
細胞｣一田坂賢二教授(岡山大 ･薬学部)､岡山実験
動物研究会名誉会員(矢部芳郎先生､田坂賢二先生)
の授与 ･表彰式､懇親会｡
第27回岡山実験動物研究会 :平成6年6月25日､
岡山大学教育学部で開催｡岡山県新技術振興財団と
の共催｡一般講演(3題)｢イヌの中枢刺激による胆
汁排出と自律神経性胆汁排出調節｣-古川直裕 ･岡
田博匡*各先生(川崎医科大､*川崎医療福祉大)､
｢ヒトIFN-αプロモーターを使用した糖蛋白質産生
システム｣一伊藤(旧姓 :佐藤)美千代 ･森哲也 ･山
本康三 ･太田恒孝 ･阪本知代 ･小出-広 ･村上欽
俊 ･藤井光清 ･福田恵温 ･栗本雅司各先生(㈱林原
生物化学研究所 ･藤崎研究所)､ ｢ムコ多糖症モデ
ルラットにおける疾患原因遺伝子の解析｣一国枝哲
夫先生(岡山大 ･農学部)､特別講演 ｢内分泌細胞に
おける細胞増殖の調節｣-高橋純夫先生(岡山大 .
理学部)0
第28回岡山実験動物研究会 :平成6年12月2日､
メルパルクOEAYAMA(岡山郵便貯金会館)で開催｡岡
山県新技術振興財団との共催｡特別講演(2題)｢実
験動物とワクチンの品質管理｣一小野耕一先生《珊
阪大微生物研究会)､ ｢遺伝子ノックアウトマウス
作製と免疫応答解析への応用｣一高井俊行先生(岡
山大 ･工学部)､招待講演 ｢ケージサイズについて
考える｣-佐藤徳光先生(新潟大 ･医学部 ･附属動
物実験施設)､懇親会｡
第29回岡山実験動物研究会 :平成7年7月1日､ノ
ートルダム清心女子大学で開催｡岡山県新技術振興
財団との共催｡一般講演(3題)｢ラットの峯丸に及
ぼすビタミンB12欠乏の影響｣一河田哲典先生(岡山
大 ･教育学部)､ ｢モルモットを用いたアレルギー
性結膜炎モデルの作成とその応用｣一高田美穂女
史 ･山地雅子 ･出石啓治 ･杉本幸雄 ･亀井千晃各先
坐(岡山大 ･薬学部)､ ｢曝吐運動のパターンを形成
する中枢神経機構その2｣一古我知成 ･福田博之各
先生Ul1崎医科大)､特別講演 ｢抗癌剤誘発脱毛モデ
ル動物の作成と脱毛抑制剤｣一高畑京也先生(岡山
大 ･農学部)､懇親会｡
第30回岡山実験動物研究会 :平成7年12月1日､
メルパルクOEAYAMAで開催｡岡山県新技術振興財団
との共催｡特別講演(4題)｢家庭を取り巻く害虫｣
一三宅忠氏 (岡山ペス トコントロール協会事務局
長)､ ｢ゴキブリよもやま話｣一西村昭先生(アース
製薬㈱ ･研究部顧問)､ ｢動物催眠一防衛行動とし
ての死んだふり｣一酒井正樹先生 (岡山大 ･理学
部)､ ｢細胞ガン化の機構｣一清水憲二教授 (岡山
大 ･医学部)､懇親会｡
第31回岡山実験動物研究会 :平成8年6月29日､
川崎医科大学で開催.岡山県新技術振興財団との共
催｡一般講演(4題)｢昆虫腹筋の神経支配とその興
奮性接合部位電位の生理学的性質｣一川崎史子 ･喜
多弘各先生(川崎医科大)､ ｢ヒト白血病細胞株のハ
ムスター着生試験とその有効利用について｣一古谷
聡美 ･伊藤美千代 ･新井成之 ･栗本雅司各先生㈱
林原生物化学研究所 ･藤崎研究所)､ ｢アレルギー
性疾患モデルとしてのBN系ラットの有用性｣一大石
浩子女史 ･杉本幸雄 ･亀井千晃各先生(岡山大 ･薬
学部)､ ｢4型コラーゲンの自己免疫疾患である抗
cBN抗体腎炎の動物モデルによる解析｣一佐渡義一
先生(垂井医学研究所)､特別講演 ｢広島大学医学部
附属動物実験施設の紹介と実験動物の眼検査につい
て｣一古川敏紀先生(広島大 ･医学部 ･附属動物実
験施設)｡
第32回岡山実験動物研究会 :平成8年11月29日､
ルネサンス岡山(ギャラリー･ルネサンス)で開催｡
岡山県新技術振興財団との共催｡特別講演 (3題)
｢大型ウサギの実験動物化に関する研究｣一松田幸
久先生(秋田大 ･医学部 ･附属動物実験施設)､ ｢コ
ラーゲン遺伝子改変と動物疾患モデル｣一二宮義文
教授 (岡山大 ･医学部)､ ｢マスト細胞分化異常動
物｣-北村幸彦教授 (大阪大 ･医学部)､懇親会｡
特別講演会 :平成9年3月6日､岡山大学農学部
で開催｡特別講演 ｢Recentcytogeneticinvest卜
£ationsinlivestocksinElrOpe-anoverall
view｣-Dr.GeraldStranzinger(SwissFederal
InstituteofTechnology,Professor)
第33回岡山実験動物研究会 :平成9年7月12日､
岡山大学農学部で開催｡岡山県新技術振興財団との
共催｡一般講演 (4題)｢マウスAnti一mullerian
hom)onereceptor遺伝子の染色体マッピング｣-小
鹿泉女史 ･国枝哲夫先生(岡山大 ･農学部)､ ｢小型
熱帯魚グッピーの放射線生物学｣一大原弘教授(岡
山大 ･理学部)､ ｢コカイン反復投与によるマウス
の痩撃感受性克進におけるポリアミンの役割｣-霜
里和朗 ･渡辺情 ･桂昌司 ･大熊誠太郎 ･斎藤泰-*
各先生 (川崎医科大 ･薬理学､*川崎医療福祉大 ･
医療福祉学部 ･保健看護学科)､ ｢ウサギのケージ
内における行動学的観察一時に在来型FRPケージと
scANBERケージとの比較について｣一倉林譲先生 ･
上山和貴 ･大光宗義各氏 (岡山大 ･医学部 ･附属動
物実験施設)､特別講演 ｢ヒトwilson病モデル､肝
癌モデル､免疫不全モデルとしてのLECラット｣一
松本耕三先生 (徳島大 ･医学部 ･附属動物実験施
読)､懇親会｡
創立15周年記念第34回岡山実験動物研究会 :平
成9年11月28日､メルパルクOKAYAMAで開催｡岡山県
新技術振興財団との共催｡記念講演 ｢ライフサイエ
ンスの展開と実験動物｣一猪貴義先生(岡山大名誉
教授､日本実験動物協会副会長)､特別講演(2題)
｢疾患モデル動物の開発とその応用｣一菊池建機先
坐(国立精神 ･神経センター･モデル動物開発部 ･
部長)､ ｢痛の遺伝子治療｣-田中紀章教授(岡山
大 ･医学部 ･第一外科)､懇親会｡
第35回岡山実験動物研究会 :平成10年7月18日､
岡山大学薬学部で開催｡岡山県新技術振興財団との
共催｡一般講演(4題)｢白ネズミにおける食餌のエ
ネルギー･食物繊維比と糞便の形状について｣一中
永征太郎教授 (ノートルダム清心女子大 ･家政学
部)､ ｢育種選抜によるハムスター法改善の可能性
について｣-野村穣 ･久保田研二 ･小出-広 ･伊藤
美千代 ･池田雅夫 ･栗本雅司各先生㈱林原生物化
学研究所 ･藤崎研究所)､ ｢ラット脳波におよはす
抗ヒスタミン薬の影響｣一斉藤康一氏 ･亀井千晃先
坐(岡山大 ･薬学部)､ ｢マウスXVⅢ型コラーゲンの
組織内局在｣一内藤一郎 ･香川恵 ･二宮善文*･佐
渡義一各先生(垂井医学研究所､*岡山大 ･医学
部)､特別講演 ｢薬物依存形成におけるdiazepam
binding inhibitor(DBI)の役割｣一大熊誠太郎教
授 ･桂昌司先生(川崎医科大 ･薬理学教室)､岡山大
農 ･薬動物実験施設見学､懇親会｡
以上が岡山実験動物研究会創立後15年間余の活動
であるが､最近では夏(6-7月)と冬(ll-12月)､年
2回定期的に開催している｡ 夏は会員持ち回りの会
場で一般講演を中心として特別講演を織り交ぜなが
ら､また､冬は公共施設で外部講師による招待 ･記
念 ･特別講演を行ってきている｡今後も基本的にこ
の形で研究会が企画 ･運営されるものと考えてい
る｡
現在､地方の研究会としては岡山実験動物研究会
のほかに東北実験動物研究会､北陸実験動物研究
会､筑波実験動物研究会､信州芙験動物研究会､静
岡実験動物研究会､東海実験動物研究会､関西実験
動物研究会､九州実験動物研究会､琉球実験動物研
究会などがあり､それぞれ独自の活動を展開してい
る｡研究会によってその歴史､事業規模､内容など
は異なっているものの､その日的は同じであり､今
後一層､これらの研究会との情報交換を積極的に進
めていくことが重要と考えている｡
岡山実験動物研究会は､これまでの15年間の経
験､蓄積の上にたって今後とも地域性を生かした活
動が展開できればと念じている｡
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｢岡山実験動物研究会の会費に関する内規｣
(趣旨)
第1条 この内規は､岡山実験動物研究会の会費に
関し必要な事項を定める｡
(会費の目的)
第2粂 岡山実験動物研究会の円滑な運営のため
に､正会員ならびに賛助会員は､定められた会費
を納入する｡
(会費の金額)
第3条 会費は､年会費とし､金額は下記の通りと
する｡
1.正会員 1,000円
2.賛助会員 30,000円 (一口)
(会費の納入)
第4条 会費は､郵便払込通知票､現金などで年度
ごとに納入する｡
(会費の免除)
第5桑 名営舎月は､会費が免除される｡
附則
この内規は､昭和59年12月8日から施行する｡
